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甘藷の根芽の形威について
※

1滝形成の機構（第1報）

致　授　　　二　井　内　溝　　之
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I繕　　　　奮

　廿藷の研究は実に多方醐こ亘つて行はれている。然し乍ら塊根から薪な諸官として発生する

芽についての根本的な研究報告を手にすることを得なかつた。今迄に採苗数の塘加方法及び探

苗技術についての報皆は沢山あるカミ、その根本をなす塊根の芽の研究による裏付けが不充分の

ように思はれる。筆者はこの見地からして実験に着手した6

　本研究は校長竹崎嘉徳醇士の指示に基き探題し且つ行つた。本稿を草するに当つて、京都大

学小林章致授の校閣を辱げなぐした。共に救に厚く謝意を表する。

　　　　　　　　　　　　　　　亙賓駿I荷欝履破薄銭

　供試材料として晶種護國を島根懸立農林專門学校の圃場に・6月蜘日に植付げた。肥料は反当

N1貫洩p．O．3貫、宜、03貫の割に夫々硫安、過鱗酸石次冷塩化加里を施した。主として8月

13目、8月27日＼9月g日、9月26日、五〇月1細及び五〇月30日の6回に軍つて掘り起した塊根につ

いて調査した。特に多数の初期の塊根について内部組織を顯徴鏡的に観察した。街、観察はこ

の時期以外にも必要に応じて多数の材料について行つた。

　　　　　　　　　　　　　　　盟賢　駿　繕　暴

　（1）解蕎黎酌観察

　（月）募⑳護聖貧る憧蟹

　塊根になり始めた根を見ると多数の働根が存在する。太さは5刈伽皿ユ、長さは1舳！に及び

縦に数列に配列している（護國は6列に現れることが多い）。塊根を縦輸の方行に長さで三等

分して上部㌔中部、下部とするならば、下部及びそれに続く主根の末端の側根は第二弐成長を

※島根縣立農林専門掌咬園嚢研究室業績第1号
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第1図　塊根面の芽座1の分布状態

　　芽座を結ぴつけた縦軸に卒行な一
　　点練は塊根の維管味り主なもので
　あつて勅最種及び栽培の如何によ
　　四定数の傾きがある。

して段々太くなり201nnユにも及ぶことかあるが洩上部及ぴ中部

の側根は大低第一玖成長で止つて了う。塊根が肥大するにつれ

て鰯根の囲周は画みになる。これを芽塵と名づける。こムに將

來の芽体が出來る。芽座は塊根が20罫以上の大きさになるにつ

れて漸弐明瞭になつてくる。発育した塊根面の芽座の分布は第

1図の如くである。芽座の中央部の側根の周囲にアントキァ／

をおびた点が普通には2～6個みえる。2個の場合は塊根の棲

軸に干行に倒根をは章んで両馴〔みえる。

　これは表皮下に芽の原器が形威されていることを示してい

る◎

（ぺ

擁芽頑器

則撮

4

　第2図は側根と芽の位置的麗

両で芽及び倶暇に対して稜断面

図である・この場合は測根の周　　　　　　　’　　　　　　　蝋　　・、

囲に3個の芽の原欝が認められ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図　側根と3根芽の籏断面図
る。このように側根の周囲に二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塊根に対しては縦酉㍉＆bは塊根の縦軸方向

個以上の原器がある場合は、固

々のものが同時に発達しうるものではなく、　般に側根の両倶1」の原器のみが発達し花それにつ

れてその他のものは発達を停止する傾があるらしレ㌧
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　　（B）葬⑳解翻飽観嚢

　アントキァンをおびた点を縦断（塊根に対して籏断）してみると第3図の如くである。貝口ち

表皮（叉は木樫暦）の下4～5列の柔組織の下に芽の原器が出來塾盛んに柔紬胞を分裂する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桑紬胞の表皮側にアントキアンが出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　來泡塊根の表面から見るとこれが表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮を通して紫色に見える。倒根は塊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根の原生木部より発生するからして鴻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塊根の形蔵暦を貫いて外出する。芽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は塊根の表皮の下方に出來て、組織

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的には倒根と直接に関係を持たな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．い。しかし芽が常に棚根の周囲に出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　來ることく及び苧二弐蔵長を行う側

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根の饒に芽の発生は極めて少ない、と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　云うことからして滝生1塵的の関係が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ．　　　あることは勿論考えられる。

　　　　　　　　　形戎層　　　　　　　　　　　　　形威された根芽の原欝は漸弐発達

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して表皮に向つて隆起し、絡には表

　　　　　　　第3図根芽の縦断面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮を破つて突胎する。同時に内方に
　　　　　　　　　（塊根に対して横断繭）

　　　　　　外生分芽にょる旗芽の原器を示す　　　　　　も発壷して芽の組織が伸長する。

　しかし、隆超より先に内方に組織が発達することもある、第3歯に於て、倒根の右倒にある

根芽の原器は形威されて間もないものであり為左鰯の根芽の原器は右側のものより相当発達

し洩内方に組織が伸びているのが認められる。とのように内方に組織が発達するにつれて、漸

弐、・芽の中心桂も明瞭に分比されて緯管東が区別出來るようになる。この伸長が進むと途に塊

根の形域厨に到達する。第4図の如くである。この図の示すように根芽の中心桂が塊根の形蔵

暦に到達すると、形威暦を隔て、これに接する内部の紬胞も根芽の中心桂と同様の組織になつ

て互に頽呼応している吠態になる。そしてこの間り形成暦は漸弐両者を蓮結すぺく分化されて

くる。

　この段階の根芽が更に発達すると、芽の導管がよく発達し長く伸びて塊根の導管に連絡する。
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第4図根芽の縦断面
　（塊根に対して籏断面）

塊耀的

呑暖

　第5図の如くである。

この状態は9月21日の

観察に於て初めて認め

られた。

　筆者は塊根から発生

してくる根芽の休眠期

に入る前迄の芽を原芽

となづける6

　上の観察からして原

芽を今仮りにへB竜C

に分類する。即ちAと

は内部構造が柔組織の

群りで、まだ組織が明

瞭に分化していない

芽、〕BとはAが発薄し

て滝中心桂が漸弐明瞭

になり、内方に伸長し

て塊根の形威暦に到達

する迄の段階の芽、C

とは芽の中心桂が塊根

の形減暦を買いて、途

には芽の導管が塊根の

木部に到達する迄の段

階の芽を仏う。EとOとは、・塊根の発育の途中にあつては、大きさからOと認められる芽も内部

組織は発達が不良であつたりして為外観上の大きさで区別がつけにくい永、牧穫期に近くなる

と、このような誤差が少くなつて、区別が割に容易になつてくる。却ち、大体に、O・馳㎜1以内

の高さの芽はべO・5㍗1伽jnの範囲の芽はB喝そしてそれ以上のものはOである。

　よ’く発達した塊根上に於てA洩昆洩Cの存在する部位はAは大部分中部、僅かに下部に、E
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／

、は中部蒐上部一穣に、cは大部

分上部に、僅かに中都に存在

する。（第1図）　　しかし、

塊根の発育の初期から、この

ような状態にあるのではな

い。初期に於ては発達の進ん

でいる芽が特に上部に多いと

云うことはない。塊根の発育

するにつれて上部の芽が他部

よりも急遠な発育をするので

’ある。

8ノ／

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

ジ．

　　　　　　　糊　　　　　　　　　　　塊穣匂
　　　　　　蓼　轄
　　　　　　揮

第二6潤根芽の縦断面

　　（塊根に対して籏断面）

　（2）糧．欝⑳護鐘度とそ⑳覇翻罎との麗係

　9月26日に堀取つた塊根を室剛〔貯藏した。

　10月28日この塊根の内から一個（洲g・）を選び串し、肉眼的に区別して根芽A3個商Cの3

個に印をつけ竜艀卵蒔（柳O）に入れてAとOとの筋芽伸長を比較した。Cは6日後に展

芽し亀1！目霞には漸く1沈1nになつた。H日目一に於ける両者の苗の解剖的な比較をすると帖C

の苗は1第6図の如く内部組織がよ＜分化し、緯管東の発達も顯著であつたが、Aの畜は第7図

の如く、苗の中心桂は漸く塊根の形威暦に到達した処で奄緯管東の発達も充分ではなかつた。

　甫、蒔床に於て根芽つ発達度と醜芽伸長との関係をみるために弐の実験を行つた。即ちム、B洩

Cの各々の根芽を略々同数づふ有する30⑪～35崎の範囲の塊根をコO個用意した。これの芽を
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第6図　Cから繭芽伸長した苗の縦断面

　　　　（塊根に対しては横断面）

第7図Aから繭芽した苗の縦断面

　　　（塊摂に対しては構断面）

全部べ民Oに分げて符号をつ臥3月30臥温床（実験期蘭中28～25。）に水平に伏せた・

蕨芽伸長を伏込み後8日毎に3圓測定した。緒果は第1表の如くであつた。但し分稜せる第二

弐繭芽については測定しなかつた。

第1表’　根芽の発達度とその伸長との関係

根　芽　の 塊根1箇当り 芽1個当回の卒均伸長量

発蓬度 の卒均芽1数 ・月・冒い月・・目 一月・1目

A 7．2 O．8c㎜ O．9c1皿 1．1c㎜

B 19．6 3．3 3．9 5．7

C 6．3 5，5 7，5

即ちAは駿芽伸長が極めて綾慢であつたが、Cの繭芽伸長は極めて旺盛で殊に4月15日～23目

の間はBの倍以上であつた。

以上の如く、解剖的観察により分類した根芽五喝B滝01と蕨芽伸長との聞に極めて密接な関

係があることが分つた。このム、B，Gを夫々種藷の小芽、中芽専大芽と名づける。・

（3）塊轟⑳護胃と根藩数と⑳麗係

塊根の発育期間中為6圓に亘つて根芽数を調査した。第2～第7表の如くであつた。この場
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合、根芽数は塊根の蔓と尾根とを切り取つてその残りの塊根部について調査したもので根芽の

原器の存在する芽座の数である。却ち1芽座に原器が幾個存在しようともそれは芽数1とし

た。

　叉表申の数字は5株についている塊根を大きさの等級により類別し、この階級内に於ける塊

根一個当りの平均数を示す。

第2表 塊根の発育と根芽致　（8月ユ3日）

塊　　　根　／　根　芽　致
大きさの類別1塊根数　　　　　■ 卒均重小均芽座数卜榊芽数ぺ卒均申芽数 ’卒均総芽数

丁

O～ヱOg■ 2 箒．5 47．O 3 0 3

11や30gr 8 22ぷ 56．O 13．5 2．5 f＆O

3ユ～50gr 3 垂7．3、 55．O ユ7．3 5．3 一23．O

51　以上
’垂 1ユ似4 55．O 魁，O 9．8 33．8

第3表 塊根の発百と根芽数　（8那7目）

魏　　根‘．根’芽藪　　　　　　　　　　　　　i．

大きさの類別1塊根数 事均重■榊芽数 卒均申芽数 卒均総芽数

O～婁0gr 4 ユ5．0 工O．2 垂．O 14．2

2し～・40 ユ 垂O．0 ユ3．O 8．O 2工、0

姐～60 5 馴．O 玉3．6 工へ2 23．8

60以上 垂 エコ］．3 コ6．2 15．O 31．2

、第4表 塊根の発育と根芽数　（9月9日）
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第5表 塊根の発育と根芽数（9皿丹蝸日）
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第6表 塊根の発育と根芽数（lO月コ珊）
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第7表 塊根の発育と根芽数　（10月3蝸）

塊　　　　　　　根 根　　　　芽　　　　敷

大きさの類別 塊根数 卒均重
卒　　均 卒　　均 卒　　均 平　　均 卒　　均

g1 芽座敷 小芽致 中芽敷 大芽敷 総芽致

コ00～留00gr 5 ］4コλ 50．8 魯。8 22．4、 盆6 33．8・

伽30o　l 5 260．6 6ムO 9．8 雛4 5．8 獅。O

301以上　1　］5　　　　　1 鯉O．O 鵬．O 5．5 27．7 86 垂L8

　塊根が発育するにつれての時期的の芽数の変異を無りたいのであるが竜直接的に調査するの

が困難であるので弐の方法によつた。即ち第2一第7表に宗されている如く、8月1朗から10

月12日迄の湾5回の調査した塊根の内、最も夫きい階級に属するものは各々丁度4個づ土あつ

た。これは大きさの変異が大きいので弐の大きさの階級のもの、これは2個の時もあり4叉は

5個の時もあつたが為この平均をもつて各時期の塊根の大きさ蔦芽数σ）標準として相互に比較

するならば大体塊根の発育するにつれての時期的な芽数の変異を1知ることが出來ると思う。
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10月30日一に於ては最も塊根の大きい階級のものは第7表め如く妨個であつたが、この内で塊根

の大小により芽数の著しい相違も認められなかつたので洩この階級のものはそのま∫比較に用

いた・こうして塊根の肥大するにつれての時期的の芽数の変異を見れば第8図の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’これによつて見ると、塊根は時期的に殆ん
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第8図　塊根発育期間中に於げる

　　　　時期的芽数の愛化

ど同率で肥大して行くが、特に9月26日以暖

の肥大が著しい。

　小芽数は各時期とも余り大差余なく寧ろ塊

根の肥大の末期には滅少する傾向にある。中

芽薮は8月27目からg月9日迄の間に急に塘

加し、それからは大差を認められない。

　大芽は9月9日に現れて、それ以後塊根の一

肥大に平行して塘加して行く。根芽総数は9

月9冒迄に急激に増加して、その後余り変化

なく11）月12日以後多少増加している。全般的

に見て塊根の肥大と芽数との間に相関がある

ようには認められない。塊根が或る程度の肥

木をした後はそれからめ肥大と関聯なく、急

激に芽数が増加して行くと云うことは滝芽生

の決定期を細る事によつて、栽揺技術からし

て芽数を増加せしめうるものであることを示

している◎

慨薯

現在迄、種藷の芽数を栽曙方法により塘加して、採苗数を増カロせしめようとした報皆はな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2〕
い。ただ種藷の予措により洩これの目的を達しようと試みて來た。戸刈は種藷の温湯処理によ

つて採苗数を多くすることが出來ると報皆している。しかし、その理由についての識明はな
　　　（3）（4）

い。澁谷は種藷の頂部にアルファナフタリン酵酸を穿孔注入することによつて、繭芽の極偏椅

性が解治されて蕨芽皮目が尾の方向に拡がることにより、筋芽皮胃数を塘加すると報告してい

る。こ牝を筆者の実験の結果から考察すると、ホルモンが上部の大芽為中芽の発達を抑制して

中部、下部の小芽の発達を促進せしめると解することが出來るのではあるまいか。それ故に芽

の発育は遅れて滴澁谷の認めている如く探苗時期が遷くなる。

根芽数を増カロするとしても為大芽滝中芽喝小芽の中商どれに重点を為いて塘加すべきであろ
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　この報皆が受理された鼠農林省農事試騒場報告第68号、戸刈義夫著滝r背議の塊根形威に関

する研究」が学校に到着した。根芽の形威発達については戸刈の結果と一致する。戸刈の引用

によれ臥保井は原器の形威は種藷の牧穫後におこるとしているが、筆者の調査した護闘では

塊根の発育の初期噛貝Pち10g似内のものでもすでに相当数ρ原器の形威がみられた。この相違

は戸刈の指摘する如く供試された品種の特性によるものか鴫將來の研究間題であろう。




